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Ｈ種乾式アモルファス変圧器（治部電機株式会社）の技術概要 

技術概要 

技術の仕様・製品

データ 

【概要】 
●従来、乾式変圧器の鉄心となる部分は、ケイ素鋼板の素材が採用されてきたが、本技術

は、当該鉄心部分にアモルファス合金という素材を採用している。 

●アモルファス合金は、鉄やケイ素、その他レアメタルなどを原材料に、溶融状態から急

速に冷却された非結晶の個体である。 

●アモルファス合金を採用することで、待機電力のロス(無負荷損)がケイ素鋼板と比較す

ると約１/４～１/１０に低減され、消費電力削減の効果がある。 

●変圧器が稼働する際に発生する熱を大幅に抑えることが出来る為、ＣＯ２排出量で換算す

るとケイ素鋼板に比べ、年間約３０％～４０％の排出削減効果がある。 
 

【仕様】 

●本技術の仕様は以下の通りである。 

・絶縁基準  ： Ｈ種乾式自冷式 

・容量    ： ２ｋＶＡ～１００ｋＶＡ 

・定格周波数 ： ５０Ｈｚ/６０Ｈｚ共用 

・１次電圧  ： Ｆ４４０-Ｒ４２０-４００Ｖ又はＦ２２０-Ｒ２１０-２００Ｖ 

・２次電圧  ： ２１０Ｖ（三相）又は２１０-１０５Ｖ（単相） 

・結  線  ： 単相→単三 、 三相→Ｙ/△又はΔ/Δ 

・使用場所  ： 屋内 又は 屋外（ケース入り） 

・適用規格  ： ＪＥＣ-２２００-２０１４ 

・使用状態  ： 連続 

※申請者のアモルファス変圧器は、全て２０１４年のトップランナー基準をクリアしている。 

●上記仕様は一般的な変圧器の標準仕様であり、申請者はオーダーメイド製品をメインとし

ている。顧客からの要求により１つの製品ごとに容量・寸法・重量をはじめ、使用場所又

は形状等も変更となるため、申請者の変圧器が上記仕様と異なる場合がある。 

 
特徴・長所・セー

ルスポイント・先

進性 

【申請技術の使用の範囲や限界】 

現状、内製によるラップコアで変圧器を制作する際、単相の場合は容量が２ｋＶＡ未満、 

三相の場合は３ｋＶＡ未満の製作が困難である。 

 
【新規性・先進性】 

●国内では３～６ｋＶ級の高圧配電用変圧器は、すでに『トップランナー基準２０１４』

が存在し、省エネ効果の高い変圧器が使用され、アモルファス化も進んでいる。 

●しかしながら、低圧用の乾式変圧器は国内での変圧器規模の３０％（台数比）及び３％

（容量比）を占めているにかかわらず、業界全体で省エネ化がまだまだ進んでいない状

況である。 

●鉄心となるアモルファスコアの製作を自社で行うことにより、コスト面においても従来

のケイ素鋼板使用した変圧器と変わらない金額で、省エネ性能及び環境性能に優れた変

圧器の供給をすることが可能である。 
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技術の原理 ●アモルファスコアの省エネ効果が高い要因の１つに非結晶であるという事が挙げられ

る。 

●非結晶のため、原子が自由に動き回ることができ、ヒステリシス損を抑えられます。ヒ

ステリシス損とは、分子相互間で摩擦が生じることによって発生する損失の 1 つである。 

●アモルファス合金は、とても薄い板状（約２５ミクロン １ミクロンは１０００分の１ｍ

ｍ）のため、過電流損失が低減される。 

技術の開発状況 

・納入実績 

【開発状況】 

・２０１１年 アモルファス変圧器１号機を出荷 

・２０１４年 変圧器の鉄心部分となるアモルファスコアを日立金属株式会社が製造を申

請者に委託し国内生産開始 [出荷台数８０台達成] 

・２０１７年 アモルファスコアの自社生産を開始 [出荷台数 ７００台を突破] 

・２０１８年 アモルファスコア・アモルファス変圧器の販売等に特化した子会社を設立 

[出荷台数 ８００台を突破] 

・２０１９年 小形（１０ｋＶＡ以下のアモルファス変圧器をシリーズ化) 
 
【売上台数】 
・２０１１年：１台   ・２０１２年：１７台   ・２０１３年：４１台 
・２０１４年：８７台  ・２０１５年：１８５台  ・２０１６年：５７９台 
・２０１７年：７２７台 ・２０１８年：８２８台  ・２０１９年：９００台 
 

環境保全効果 ●アモルファス変圧器は、待機電力ロスの削減及びＣＯ２排出削減に効果がある。下記に採

用効果の一例を示す。 

例）Ｈ種乾式アモルファス変圧器 三相５０ｋＶＡ/負荷率４０％の場合 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上記ＣＯ２排出量の削減効果は杉の木５４本分の植林効果と同等の効果がある。 

 

副次的に発生す

る環境影響 

●申請者の変圧器は、ＲｏＨＳ指令に対応した原材料をもとに製作を行っている。ＲｏＨ 

Ｓ指令とは、電気・電子機器などの特定有害物資の使用制限に関する法律である。 

●アモルファスを廃棄する場合、指定された廃棄場所・廃棄方法に基づいて行っている。 
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実証項目（案） 

及びコスト概算 

本技術は、「試験データ取得による実証」を希望している。 
以下に既存データの試験概要、技術的条件、実証項目、試験結果及びコスト概算を示す。 
【試験概要】 
●ＪＥＣ－２２００－２０１４「変圧器」による。 

 

ＪＥＣ－２２００－２０１４「変圧器」の概要 

７．  「試験」で規定された試験を行う。 

７.１  一般 

７.２  巻線抵抗測定 

７.３  変圧比測定、極性試験及び位相変位試験 

７.４  短絡インピーダンス及び負荷損測定 

７.５  無負荷損及び無負荷電流測定 

 

【技術的条件(その他必要事項)】 

●申請者のＨ種乾式アモルファス変圧器は、現在約５０機種あるが、大きく単相と三相に分

かれるものの、それぞれ仕様(構造等)は同一で容量が異なるものである。 

●本申請における実証(試験)は、アモルファス変圧器の同じ仕様の単相、三相のうち自社試

験により省電力効果が少ない機種を試験対象機種として選定し、同一容量の従来型ケイ素

鋼板製変圧器との比較試験を実施する計画としている。 

 

【試験期間・試験場所】 

●試験期間：令和 2 年度中に実施 
●試験場所：実施可能場所あり 

 
【実証項目・分析及び測定方法・実証する性能を示す値・試験結果】 
実証項目及び分析・測定方法は、以下のとおりである。 

実証項目 
分析及び測定 

方法 
実証する性能を示す値 

無負荷損（待機損失）、

無負荷電流、負荷損、 
JEC-2200-2014[変圧器]による。 無負荷損（待機損失）、無負荷電流、負

荷損を従来変圧器と比較する。 

 
【コスト概算】 

2,700,000 円 

 

自社による試験 

方法及びその 

結果 

【試験方法・条件】 
●JEC-2200-2014「変圧器」７．試験による。 
●無負荷時及び負荷時を想定した短絡試験で運転 

 
【試験結果】申請者にて試験を実施 
●以下の変圧器試験成績書による。 
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